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平成２８年 第 4 回（9 月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番

号 
質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 

質問の相

手 

１ 吉 田 大 作 ２０分 

１．かすや中南部

広域消費者生

活センターに

ついて。 

 

 

(１) 設立の趣旨目的。 

 

(２) 目標数値等（来所、問

い合せ）。 

(３) 今後について。 

 

① 開所から１年経過した、当初の目的、意図は果たされているか。 

 

① 実際の数値、当初の目標との実現度。 

 

① 現時点のでの問題点は。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

２ 助村千代子 ３０分 

１．命と健康を守

る。 

 

 

 

 

(１) 乳幼児のＢ型肝炎ワ

クチン予防接種につい

て。 

 

 

(２) 胃がんの予防にピロ

リ菌検査の導入につい

て。 

 

 

 

 

(３) 住民の食生活、食育に

ついて。住民の命と健

康を守るためには環境

施策や健康施策が重

要。健康施策の中で最

も大事な事は食につい

てと思う。生活習慣病

発症の要因の一つは食

にある。食生活・食育

についての取組みをも

っと推進すべきと考え

る。 

 

① １０月から１歳未満の乳児に対してＢ型肝炎ワクチンの定期接種

が始まるが、実施に向けてのスケジュールと対応は。 

 

② ３歳未満のＢ型肝炎ワクチン予防接種の公費助成。  

 

胃がんの原因は主にピロリ菌とされている。ピロリ菌の除菌は保険適

用となっており、胃がんの予防対策としてピロリ菌検査の導入は健康

づくりの面からも大切と考える。 

① 特定健診、がん検診にオプショナルとして、ピロリ菌検査の導入

の考えは。 

② 自治体として国への要望の考えは。 

 

健康しめ２１の７つの分野の一つである食生活について。 

① 町民ができること、地域・団体ができること、行政（町）ができ

ることの具体的な取り組みと推進状況と、それぞれの該当課の認

識は。 

② 伝統和食の推進について。 

  （日本人にとって、風土・四季・体の特徴にあった食生活は重要

と思うが）。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

３ 牛 房 良 嗣 ３０分 

１．子どもたちに

英語の翼を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子どもたちに

ゆずりあいの

心、思いやりの

心の養成を。 

(１）園児たちへの英語学習

の支援の早期実施を。 

 

(２）小学校低学年の早期英

語学習の指定校へ。 

 

 

(３）家計の厳しい中学生へ

英語受講券を発行し支

援を。 

 

(４）小学校、中学校での英

語学習状況について。 

 

(１）学用品のゆずりあい制

の取り入れで他を思い

やる新しい風土をつく

る。 

 

① 現場からは外人講師料の補助か役場でＡＬＴを採用、希望の保育園、

幼稚園への巡回指導の何れかでの支援のお願い。 

 

① 指定校への申請はされたのか、されない理由、指定校へ動いて欲

しい。 

 

 

① 教育格差の是正。 

 

 

 

① 超一流の英語力を身につけさせるため克服すべき問題点は何か。 

 

 

① 学用品（カバン・制服・参考書等）を後輩へプレゼント、物を大

事にする心、後輩にプレゼントする思いやりの心の風土をつくる。 

町 長 

 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

町  長 

教 育 長 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

４ 寺 田 秀 和 １５分 

１．防災につい

て。 

 

 

 

 

(１）消防団員について。 

 

 

 

(２）自主防災組織と防災

士。 

① 消防団員の町内、町外の人数はどのようになっているのか。 

② 消防団員と家族に応援（サポート）町はどのように思われるか。 

（商工会や飲食組合などに働きかけては） 

 

① 防災士資格取得には講習費が高いので町や町内会で助成しては。 

② 町職員の中で防災士はおられるのか。 

町 長 

 

 

 

町 長 
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２．防犯について 

 

 

(１）子供や高齢者が自由に

遊べる公園に（鉄道公

園）。 

 

① 明るく段差のない公園。 

② 公園の中で水遊びができるようにしては。 

③ 丘のようになっている所を平らにして、見通しをよくしては。 

  （犯罪などがおきないように） 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

５ 古庄信一郎 ３０分 

１．第 5 次志免町

総合計画後期

基本計画「誰も

が輝く住みよ

いまち・人、環

境がやさしく

結びあうしめ」

の実現に不可

欠な郷土愛の

醸成と施策及

び歴史資料館

(郷土資料館)新

設についての

考え方につい

て。 

 

 

 

(１）郷土愛の醸成と施策に

ついて。 

 

 

 

 

 

 

(２）歴史資料館(郷土資料館)

の必要性と新設につい

て。 

 

 

 

 

① 町民の郷土愛の現状値に対する見解は。 

② 郷土愛とは。 

③ 町としてその必要性の見解は。 

④ 小中教育に於ける郷土愛の考え方、必要性の見解は。 

⑤ 町に於ける郷土愛の醸成と施策は。 

⑥ 小中校に於ける郷土愛の醸成と施策は。 

⑦ 遺跡・遺構・文化財活用による郷土愛醸成の実態は。 

 

① 古賀粕屋郡内自治体の資料館の実態は。 

1.施設名 

2.施設内容と規模 

3.利用(訪問)者数 

② 現資料室の規模、利用実態についての見解は。 

③ 資料の保管、保存の実態は。 

④ 歴史資料館(郷土館)の必要性の見解は。 

⑤ 多目的施設での展開他、他事例の調査研究する意思は。 

町  長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

６ 丸山真智子 ３０分 

１．「志免町子ど

も の 権 利 条

例」、「志免町男

女共同参画推

進条例」、「第２

次志免町男女

共同参画行動

計画」、「志免町

まち・ひと・し

ごと創生人口

ビジョン・総合

戦略」、「女性活

躍推進法」に関

連しての質問。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．公園の活用に

ついて。 

(１）それぞれを活かしたす

べての人が輝くまちづ

くりを。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１）水車橋公園が増え、さ

らに管理費も増えた。

公園が多いことをマイ

ナスと考えず、プラス

と考えられるような活

用をすべき。 

 

 

① 志免町は「子どもの権利条例」がある町。社会問題化している子

どもの貧困問題の現状認識と課題。学習支援や子ども食堂支援に

ついて。 

② 男女共同参画推進条例も第２次行動計画も前町長時代にできた。

世利町長に男女共同参画推進についての考えを伺う。 

③ 意思決定の場に参画する機会の確保では、審議会等における女性

委員の登用率アップや女性町内会長を増やす取り組みを県も第

４次行動計画で目標数値を掲げている。志免町での取り組みは。 

  志免町の行動計画１０Ｐ、１１Ｐをみると人材育成も必要だがリ

ーダーの育成はどうしているのか。 

④ 男女共同参画を進めるには拠点があった方がいいが、以前も提案

があった旧働く婦人の家をセンター化できないのか。そうしてい

る自治体も多い。そこで人材育成もできる。 

⑤ ⅰ 女性活躍推進法が４月に施行された。行政の役割として職業

生活と家庭生活の両立に必要な環境整備が求められている。 

  総合戦略の～子育て世代に選ばれるまちへ～でも同じことがい

える。 

  保育所の待機児をなくすことや学童保育などの充実は欠かせな

い。 

  保育所の待機児対策は小規模保育では抜本的な解決にはならな

いのでは。耐震化と合わせ、建て替え（民営化）で定員を増やす

ことを早く検討すべき。 

  学童保育のこれからの方向性、充実（学年の拡大、支援員、おや

つ、減免制度）。 

  ⅱ 志免町特定事業主行動計画での女性管理職の割合目標。 

 

① 公園については町長選の争点にもなった。そこで、就任後の昨年

６月議会で公園について質問した。何か取り組まれたのか。協働

で公園活用を 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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７ 
 

二宮美津代 

 

３０分 

１．生涯現役社会

に向けて。 

 

 

 

(１）高齢化の加速度的進行

に伴う諸課題の解決に

向けて。２０２５年問

題を見据え適切な施策

の推進を。 

 

 

① スマートウェルネスシティ（歩いて暮らせるまちづくり）への取

り組み。 

ⅰ 住んでいるだけで健康になるまちとは。 

ⅱ 車に乗れなくなっても、外に出ていきやすいまちづくりを。 

ⅲ 高齢者外出事業の促進。高齢者の外出を促し、健康増進につ

なげる取り組み。 

 

② アクティブシニア（６０・７０歳代）の社会参加。 

  総人口の一割を占めるといわれる６５歳から７５歳世代の知識

や経験を生かし、活動する場の確保。 

  ⅰ アクティブシニアの育成（アクティブシニア応援塾）。 

  ⅱ シニアバンク制度。 

 

町 長 

 

 

 

 

８ 末 藤 省 三 ３０分 

１．老人対策。 

 

 

２．子どもの貧困

対策。 

 

 

 

３．国保につい

て。 

 

 

 

 

 

 

(１）独居老人対策。 

 

 

(１）子どもの貧困対策。 

 

 

 

 

(１）国保の現状について。 

 

① 孤独死問題をどうとらえているか。 

② 老人（６５歳以上）の実態調査はどうなっているか。 

 

① 子どもの貧困対策についてどのように考えているか。 

② 学童保育の利用料減免制度実施を。 

③ 就学援助の基準の引上げを。 

④ 入学準備金の前倒し実施。 

 

① 国保の現状はどうなっているか。 

② 滞納者及び対策。 

③ 短期被保険者証の交付及び未交付対策について。 

④ 無料定額診療の実施状況について。 

⑤ 介護保険はどのように変わっていくのか。 

⑥ 後期高齢者の保険料減免制度を。 

町 長 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

町  長 

９ 牟田口武史 ２０分 

１．高齢者の生活

環境。 

 

(１）高齢者の住みやすい町

づくり。 

 

① 高齢者世帯が多くなるなか、住環境の悪化、買物や病院への交通

方法。 

町 長 

 


